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図１:里地里山構成の相関関係



山形県の典型的な山村：戸沢村角川地区



 (1)山村の過疎少子化と誇りの喪失「何もないム
ラ」という語り

・日々可視化される課題の山積み状況

・現状では生業として成り立たない山村独自の仕事や資源
の数々

・「よく何もないムラに来たなあ」という語り

 (2)多様な地域活動の存在と地域づくりの萌芽

・地域共同組織を支える意識と多様な地域教育活動の存在

・集落を基本単位とする互助協働の伝統的営みの存在



 (1)自分たちで自分たちのことを調べる、地元に学ぶ「地元学」

・自分たちで調べるということ‐調べた人が一番詳しくなる‐

・単なる調査ではない住民のための調査‐役立てるために調べるということ‐

 (2)ヨソモンの目線の違いを生かして自分たちのことを再発見するプロセス
の重視

・住民にとっては日常的で当たり前。ヨソモンにとってはその当たり前がすご
い。

・外部者の目線を活用して外部者ではなく住民が自分たちのことを再発見する

 (3)従来型の（行政・研究者・コンサルタント等による）調査･研究･計画づ
くりとの相違

・調査後の活動の展開を担う住民やかかわる当事者による調査ということ

 (4)当事者による地域計画づくり・組織と実行プログラム作り

・自分たちで調べたことを元に企画

・住民による現実的かつ自由な発想の計画作り

・地域の実情に合わせた組織・プログラムの作りの遂行





子どもも大人もじいちゃん、ばあちゃんも楽しくなる
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子供から大人、じいちゃんばあちゃんまでみんなで語り合いました。



地域マップ

地域資源カード

地域の歳時記

以上からこれからの地域づくりを考える。



角川
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角川は毎日が生活文化祭

コーヒー・お茶

頭のいい子ども

生活博物館・角川

互助の精神で 角川をつくる
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↓
角川里の自然環境学校の設立

 地域住民が「里の先生」

地域文化（知恵や技術）を担う住民が活動の中心

 地域の自然や文化を再発見

農山村の未来に向けて子供達に教え伝える取り組み

 住民主体の新たな地域作りを行う地域運営学校

最上郡戸沢村角川地区は

豊かな山と川に囲まれた日本の原風景を残す農山村

里の環境に根ざし貴重な自然や文化が息づく農山村

課題；地域の財産が受けつながれないまま廃れようとしている



山の学校

川の学校

食の教室

農の学校

もの作り塾

民話・昔遊び塾

研究部（コミュニティ活動・環境保全/地域資源研究部）

交流部（里親委員会、ヨソモン交流会館）

探検部（南部里地探検隊）

応援部（自然学校サポーター ※主に高校生と若手社会人）

角川里の自然環境学校は、
角川14集落の「里の先生」を中核に、6学校と4部局で構成。





子ども達の里山・農村学習の
拠点になっています。

里山散策会から得られた子ども達の
着想を元に、地元おじさんたちが計画



地域の技術の再発見と活用、後継者の創出








